
（令和元年度広島県公民館等活性化モデル事業） 

館
名 

大竹市立栄公民館 

事
業
名 

さかえサイクリング探検隊～子ども環境デー〜 

趣
旨 

○子供たちを含めた地域住民の公民館への愛着を高める。 

○子供たちの交通安全への関心を高める。 

○子供たちに平和と環境を守る大切さを感じてもらう。 

特
徴 

○地域住民や警察，企業や施設の協力のもと，子供たちと環境をテーマにした

サイクリングの実施。 

○地域を学び自分たちの生活を振り返る学びの場の提供。 

事
業
の
様
子 

 

出発前に，栄町を明るくする

会や警察の方に，自転車の安

全な乗り方を学んだり，ブレ

ーキやタイヤの点検をした

りしました。 

 

各施設で見学をした後，職員

の方から，環境に配慮した取

組について，小学生にも分か

りやすく説明をしてもらい

ました。 

 

見学をした翌日，公民館に集

合し，サイクリングで探検を

しながら学んだことや考え

たことをもとに，新聞にまと

めました。 

 
【実施期日】 

①交通安全教室・史跡見学 ・・・・・・・・・・ 令和元年８月５日（月） 

②学習のまとめ（新聞づくり）・・・・・・・・・ 令和元年８月６日（火） 

 

【実施場所】 

大竹市立栄公民館，大竹市さかえ公園，日本製紙大竹工場，大竹市下水処理

工場，大竹市リサイクルセンター 

【実施機関・団体】 

さかえサイクリング探検隊実行委員会，栄町を明るくする会，栄町子供会，

大竹警察署，日本製紙大竹工場，大竹市下水処理工場，大竹市リサイクルセ

ンター 

 



活
動
実
績 

【対象者及び参加者数】 

①令和元年８月５日（月） 小学生 19 名 大人（保護者・講師等）17 名 

②令和元年８月６日（火） 小学生 17 名 大人（講師等）4名 

【事業費】 

50,000 円 

（内訳：報償費 30,000 円，需用費 20,000 円） 

成
果
と
課
題 

【成果】 

○子供たちが大竹市の環境を守ることの大切さを学ぶことができた。 

○子供と大人の交流を通して，地域のよさを発見し共有できた。 

○子供たちを含めた地域住民が，公民館への愛着を持つことができた。 

【課題】 

○交通量が非常に多い地域を探検するため，子供も保護者も安心して参加でき

る体制を整える必要がある。 

○活動を紹介するチラシに目的や日程等，必要な情報を詳しく掲載する。 

○ある程度の参加人数が必要なため，確実に広報して参加者を集める必要があ

る。 

【運営した感想】 

〇１年目は平和，２年目は環境とテーマを変えることによって，同じサイクリ

ングでも継続的に活動を行うことができることが分かった。 

〇学習のまとめについては，子供たちの学年や個人差もあることから，一人一

人への個別の対応や指導が難しい面があった。 

【工夫したこと】 

〇大竹市の公共施設だけでなく，民間企業・施設にも事業への協力を依頼する

ことで活動内容が充実するようにした。 

〇サイクリングで探検した翌日に学習のまとめを行うことで，子供たちの記憶

が新しいうちに活動を展開できるようにした。 

〇保護者同伴を条件に近隣の小学校からの児童も参加可能にすることで，参加

者の増加につながった。 

【今後に向けて】 

○地域で子供たちを育てる環境づくりのためにできる活動について，検討する。 

○児童や保護者，地域の要望を踏まえながら，夏休み中にできる活動について，

検討する。 

連
絡
先 

大竹市立栄公民館 

〒739-0603 大竹市西栄 3-14-13 

電話：0827-53-6688 ファクシミリ：0827-5４-0046 

 


